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(1)
研究会報告
という形をしていることである.すなわち､Eが小さいときには△Z2は ｢も
のすごく小さい｣ことになる｡アーノルド拡散が遅い､と言われるのはこの
ことである｡
この結果はArnoldによって摂動論的に評価されたものである｡この特異
なe依存性から､素朴な数値計算ではアーノルド拡散が(小さすぎて)捉え切
れない可能性がある.また､実際にどの程度の大きさのEで(1)型の遅いず
れが見られるのかはわからない｡さらに､｢アーノルド拡散｣が起きていると
き､実際にどのような過程が生じているのかも分かっていない｡
講演では､高精度の数値計算を用いてこのアーノルド拡散を再現すること
で､多自由度系での緩和の素過程とも考えられるアーノルド拡散が実際はど
のような運動なのか､その謎に迫ろうと思う｡
3 異常拡散(anomalousdi乱sion)とその終わり
熱運動は多自由度ハミルトン系で生ずるカオスの1種である｡
ところで､熱運動とは､各自由度が空間的および時間的に相関を失ってい
る状態であり､べキ型の時間相関があるとは､時間相関がどんなに時間が経っ
ても失われないことなので､この両者は相容れない｡
この矛盾はいかにして解消されるのであろうか?
熱運動をしているとき､系の各自由度はブラウン運動的(拡散的)に運動
する.一方､長時間相関を持っているとき､異常拡散と言う現象がよくみら
れる:
(x(i)-x(o))2∝tα,α≠1
(α-1が通常の拡散的運動である｡)
結合型standardmap
(xi,Pi)- (x;,P;),i-1,2,-･,N
p,i-Pi･芸 (sin2q(xi.1-Xiト sin2q(xi-Xi-1))
xi-Xi+p;
(2)
も(2)型の異常拡散を示す｡ところが､長時間続くはずの異常拡散が有限の時
間で終ってしまい､通常の拡散過程に移行してしまう｡【KK89】
ベキ型の時間相関と異常拡散は､通常は､相空間の自己相似的階層構造に
系がトラップされて運動していることによる､と解釈される｡
ところが､系の相空間の自己相似構造は完全な単一のツリー 状ではなく､
同一のツリー がいくつも並んでいる様な構造をしている｡そして､異常拡散
から通常の拡散に移行する時間は､まさにこの一つのツリー から別のツリー
-と移るくらいのタイムスケールに対応している｡すなわち､別のツリー に
移ることで前の記憶を忘れてしまうのである｡ こうして系の長時間相関が失
われて系は熱運動-と移行して行くものと思われる｡
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